
令和８年７月 23 日 
 

令和８年度 １学期終業式あいさつ 
 

〇 みなさん、おはようございます。校長の都丸です。本日は１学期の終業式です。
みなさんにとってどのような１学期だったでしょうか。 

〇 ３年生にとっては高校生活最後の１年であり、自らの今後に向けた大切な時期

で、進路に向けて真剣に考えたのではないでしょうか。思いどおりの取組みができ
たでしょうか。また、部活動では最後の試合や発表会等もあったと思います。抱い

ていた目標が達成できたでしょうか。そして、この夏季休業期間がとても大切にな
ってきます。自らの目標に向かって一日一日を大切に過ごしてください。 

〇 さて、１、２年生のみなさんは、この１学期はどうだったでしょうか。しっかりと目標

をもって取り組めたでしょうか。「後悔先に立たず」といいます。ご存じのとおり、過
ぎてしまったことを後悔しても取り返しがつかないことを言います。後悔がなく、１

学期が終われたでしょうか。 
〇 ４月に着任して私が感じたことですが、新羽高校のみなさんは、本当にとても明

るく、素直で誠実だと感じています。ただし、何か行動する際に先をイメージする力

やそれが最善なのかと判断する力がまだまだ備わっていないのではと感じました。 
〇 みなさんは、高校生になったらこれまでより自分は「自由」だと考えていると思い

ます。それはそのとおりだと思います。 
〇 しかし、「自由」という言葉には、様々な捉え方があると思います。そして「自由」

には責任が伴います。みなさんにとっての「自由」とは、どのようなことなのでしょう

か。ちょっと考えてみてください。 
〇 その行動は、「自由」ではなく、「好き勝手」ということではないでしょうか。「自由」

を勘違いして、「好き勝手」に行動してしまえば、おそらく周りの人は、「迷惑」と感
じることが多いと思いますし、周りの人にうとまれてしまえば、良い関係づくりはで
きません。 

〇 自分自身が「自由」でありたいと願うのであれば、あるいは自分の「自由」を主
張したいのであれば、そこには、他の人の「自由」も同じように認めることが大切で

す。振り返ってみてください。スマホの使い方、SNS の利用、自転車の乗り方など、
仲間や周囲の人に対する思いやりやマナーに欠けていないでしょうか。是非とも自
分が行動する前に、必ずその先にどのようなことがあるのか、その行動が適切なの

かしっかりと判断して自らの「自由」をつかんでもらいたいと思います。 



〇 最後になりますが、令和８年の干支は「丙午」です。「勢いとエネルギーに満ちて、
活動的になる」年といわれています。３年生のみなさんは、進路に向けて勢いよく

自らの力を存分に発揮して邁進してください。１、２年生のみなさんは、自らの力を
さらに伸ばせるようこの夏季休業期間を活用して無駄のない計画を立てて取り組

んでもらいたいと思います。 
〇 新羽高校の生徒は「清楚・明朗」で「誠実」に様々なことをしっかりと学び、自ら

を成長させてもらいたいと思います。また、８月 27 日の始業式にみなさんの笑顔

をみられることを楽しみにしています。 
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